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4章 施策の取組み 

 

4.1 施策の取組みについて 

４章では、この計画の基本理念・基本方針に基づき、今後実施していく施策の具体的内容を

整理します。 

 

4.2 施策体系と個別施策の取組み 

この計画の施策体系は、４つの基本方針、８つの個別方針、19の施策で構成します。各施策

の目的、今後の方向性、今後の取組みを次ページ以降に示します。 

 

表 6 施策体系 

 

基本方針（４） 個別方針（８） 施策（19）

1-1-1. 施策１
多様な世代に向けた交通安全意識の啓発

1-1-2. 施策２
自転車安全利用を支える区民の自主的な
取組みの支援

1-2-1. 施策３
自転車保険の加入促進

1-2-2. 施策４
ヘルメットの着用啓発

1-2-3. 施策５
自転車の点検整備の促進

2-1-1. 施策６
自転車ネットワークの形成に向けた自転
車通行空間の整備

2-1-2. 施策７
自転車通行空間の利用促進

2-2. 個別方針４
まちづくりと連携した取組みの推
進

2-2-1. 施策８
まちづくりと連携した取組みの推進

3-1-1. 施策９
既存駐輪場の利用促進

3-1-2. 施策10
利用実態を踏まえた新たな駐輪場の整備

3-1-3. 施策11
自転車シェアリングの普及促進

3-1-4. 施策12
民間事業者との連携による駐輪環境整備
の促進3-2-1. 施策13
多様な手法を用いた放置自転車防止への
取組み3-2-2. 施策14
放置自転車対策事業の効率化

4-1-1. 施策15
環境にやさしい自転車通勤や業務利用の
増加への対応

4-1-2. 施策16
自転車を利用した健康づくりの推進

4-1-3. 施策17
自転車利用にかかわる情報発信の促進

4-2-1. 施策18
まちなか観光における自転車の活用

4-2-2. 施策19
災害時における自転車の活用

1. 基本方針１
自転車が安全・
安心を守るまち
（自転車の安全
利用の促進）

1-1. 個別方針１
交通安全に関する意識の向上と行
動の徹底

1-2. 個別方針２
事故への備えの徹底

2. 基本方針２
自転車が快適に
走るまち
（快適な自転車
利用環境の整
備）

2-1. 個別方針３
安全で快適な自転車通行空間の整
備促進

3. 基本方針３
自転車がスマー
トに駐まるまち
（適正な自転車
利用の推進）

3-1. 個別方針５
地域のニーズに応じた自転車駐輪
環境の整備

3-2. 個別方針６
自転車の放置対策の推進

4. 基本方針４
自転車が身近な
くらしを支える
まち
（日常生活を支
える自転車利用
の促進）

4-1. 個別方針７
環境にやさしく健康づくりに資す
る自転車利用の促進

4-2. 個別方針８
多様なニーズに応じた自転車利用
の促進
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1. 基本方針１ 自転車が安全・安心を守るまち（自転車の安全利用の促進） 
 

1-1. 個別方針１ 交通安全に関する意識の向上と行動の徹底 
 

1-1-1. 施策１ 多様な世代に向けた交通安全意識の啓発 
 

目的 

交通事故を防止するため、警察署や交通安全協会等と連携しながら、区が「世田谷区民自転

車利用憲章」の普及をはじめ、自転車交通のルール・マナーの普及啓発を図ります。 
 

今後の方向性 

未就学児、区立小・中学校・高齢者を対象とした交通安全教室等、これまで定着してきた取

組みについて、さらに質の向上や地域との連携・参画の強化を図ります。また、交通安全啓発

に触れる機会が少なく、自転車事故の多い 20～40 歳代をはじめ、電動アシスト自転車の普及

が予想される高齢者等、多様な世代に向けて「ながらスマホ」の防止等も含めた自転車交通ル

ール・マナーの啓発をさらに推進します。また、ユニバーサルデザインの視点等も踏まえ、居

住外国人・外国人観光客向けの自転車の交通安全利用啓発にも取組みます。 
 

今後の取組み 

○学校等における交通安全啓発の推進 

・幼児向け交通安全啓発を専門とする事業者に委託し、幼稚園・保育園等、未就学児向けの

交通安全教室を実施します。 

・区立小学校向け交通安全教室について現行の全校開催を継続し、さらに自転車教室実施の

必須化と低学年で実施の場合は、高学年での再度の実施を目指します。 

・区立中学校向け交通事故再現型交通安全教室について、３年に１度の実施を継続し、さら

に地域や保護者の参加を促進し、地域ぐるみ・家庭ぐるみの交通安全啓発に取組みます。 

・私立小・中学校や高校については、交通安全啓発に関わる資料や情報を提供するととも

に、交通安全教室の実施を支援します。 
 

○20～40歳代への啓発の強化 

・自転車を通勤・業務に利用する区内事業者に対する自転車安全講習の実施を支援します。 

・大学新入生向け啓発リーフレットの配布、講習の実施等、区内大学に対する取組みを実施

します。 

・子育て自転車向けの自転車安全講習の実施等、ＰＴＡや保護者会等と協働で子育て家庭へ

の交通安全啓発を強化します。 
 

○高齢者向け交通安全教室の推進 

・高齢者向け交通安全教室を継続する等、自転車安全利用推進員などと協力し、高齢者に向

けた交通安全啓発に取組みます。 
 

○外国人への自転車安全利用の啓発 

・居住外国人・外国人観光客向けに、区ホームページ等の活用による多言語での交通ルール

やマナー、交通安全情報の提供など、交通安全啓発に取組みます。 
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世田谷区民自転車利用憲章 

 

自転車は、環境に優しく健康にも良い、手軽で身近な交通手段です。 

私たちは、自転車の事故をなくし、誰もが安全、安心で楽しく行き交う豊かな地域社会の実

現を目指します。 

私たちは、思いやりの精神と譲り合う心に基づき、ルールを守り、マナーの向上に努め、ゆ

とりと節度ある自転車利用を実践することを宣言し、ここに区民共通の行動規範として、世田

谷区民自転車利用憲章を定めます。 

 

一 私たちは ルールを学び 正しく 自転車に乗ります 

一 私たちは マナーを守り 優しく 自転車に乗ります 

一 私たちは ゆとりの心で 楽しく 自転車に乗ります 

平成24年（2012年）４月１日  世田谷区 

 

 

 

自転車安全利用五則 

 

①自転車は、車道が原則、歩道は例外 

道路交通法上、自転車は軽車両と位置付けられています。したがって、歩道と車道の区別の

あるところは車道通行が原則です。 

②車道は左側を通行 

自転車は車道の左端に寄って通行しなければなりません。 

③歩道は歩行者優先で、自転車は車道寄りを徐行 

歩道では、すぐに停止できる速度で徐行し、歩行者の通行を妨げる場合は一時停止しなけれ

ばなりません。 

④安全ルールを守る 

●飲酒運転禁止 ●二人乗り運転禁止 ●並進走行禁止 ●夜間はライトを点灯 ●信号

無視禁止 ●一時停止と安全確認 

⑤子どもはヘルメットを着用 

世田谷区自転車条例では 13歳未満の子どもに対し自転車利用中にヘルメットを着用させる

ことを、保護者の義務としています。 

 

 

 

 

がやぼー ねこリン 
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1-1-2. 施策２ 自転車安全利用を支える区民の自主的な取組みの支援 
 

目的 

区、警察署等による取組みだけでなく、区民が主体となって自主的に自転車安全利用啓発を

進め、地域の実情に合ったきめ細かい対応を図ることにより、交通事故の防止を図ります。 
 

今後の方向性 

区民が自主的に自転車安全利用啓発に取組む「自転車安全利用推進員」の体制・活動の充実

を図り、これを軸として、区民主体・地域主体の交通安全活動をさらに推進します。 

また、交通事故データ等を活用して、自転車安全利用について地域へのわかりやすい働きか

けを行います。 
 

今後の取組み 

○自転車安全利用推進員の育成・支援 

・活動実績のＰＲ等、多方面への呼びかけにより、自転車安全利用推進員の参加者増を図り

ます。 

・実技指導や活動事例の共有等により、推進員のスキルの向上、推進員同士の連携の強化、

活動内容の充実を図ります。 

 

  

図 70 自転車安全利用推進員のイメージ 

 

 

図 71 自転車安全利用推進員の認定証の例 

  

参加者を確保

会場を確保

区

資
料

講
師

警
察
署

専
門
機
関

推
進
員
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図 72 芦花公園踏切安全キャンペーン 図 73 自転車安全利用推進員の活動例 

（芦花公園踏切押し歩きキャンペーン） 

 

○その他区民の自主的な取組みの支援 

・育成研修を受講し、継続的に活動する自転車安全利用推進員以外にも、区民一人ひとりが

「推進員」の役割を担い、身近な場において自転車安全講習を開催する、自転車購入時に

自転車販売店で自転車ルールの説明を行う等、自主的に自転車安全利用啓発に取組むこと

を目指します。 

・区は区民が自主的に行っている取組み例やアイデアを区ホームページや広報等で紹介し、

出前型交通安全講習の実施につなげる等、これをきめ細かく支援します。また、自動車運

転者への啓発も進める等、自転車安全利用啓発の輪を広げます。 

・新型コロナウイルスの感染防止の観点から、啓発資料の区ホームページ上での公開等、

様々な交通安全啓発を実施できる環境を整備します。 

 

○交通事故データを活用した、地域へのわかりやすい働きかけ 

・現在でも、自転車安全講習の開催にあたっては、小学校通学路の「危険箇所」について事

前に学校・ＰＴＡに話を聞き、登校時の児童の様子を観察し、その結果を資料に盛り込む

等していましたが、さらに交通事故発生マップ等の交通事故データを啓発に活用すること

により、啓発内容の充実を図ります。 

 

 

ヘルメット 

かぶってね！ 
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1-2. 個別方針２ 事故への備えの徹底 
 

1-2-1. 施策３ 自転車保険の加入促進 
 

目的 

「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」による自転車保険の加入義務化を

踏まえ、万が一の事故への備えとして、自転車事故により相手に与えた損害の賠償について補

償する自転車損害賠償責任保険への区民の加入を促進し、あわせて自転車利用者の自覚と交通

安全・交通事故防止の意識を高めます。 
 

今後の方向性 

区が平成 30 年度から実施している「世田谷区区民交通傷害保険」のＰＲを引き続き実施す

るとともに、他の民間の自転車損害賠償責任保険についても区ホームページ等で適切に情報を

提供し、区民の保険加入を促進します。 
 

今後の取組み 

○区民交通傷害保険（自転車賠償責任プラン）の加入促進 

・区民への「世田谷区区民交通傷害保険」のＰＲを行います。 

 

○自転車損害賠償責任保険への普及促進 

・他の民間の自転車損害賠償責任保険についても区ホームページ等で適切に情報を提供する

等、区民の保険加入促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇「自転車保険」と「自転車損害賠償責任保険」 

 「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」第 27条では、「自転車の利用によ

って生じた他人の生命又は身体の損害を賠償することができるよう、自転車損害賠償保険に加

入しなければならない」と定めています。この「自転車損害賠償保険」とは、自転車利用中の

事故により、他人にケガをさせてしまった場合等の損害を賠償できる保険等のことであり、こ

の計画では「自転車損害賠償責任保険」または「自転車保険」と呼んでいます。 
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区民交通傷害保険ＰＲちらし 区自転車条例改正ＰＲちらし 

 

図 74 区民交通傷害保険、区自転車条例改正ＰＲちらし（再掲） 
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1-2-2. 施策４ ヘルメットの着用啓発 
 

目的 

万が一の事故への備えとして、致命傷となりやすい頭部を衝撃から守る自転車ヘルメットの

着用を促進し、交通事故の重傷化を防止するとともに、あわせて自転車利用者の自覚と交通安

全・交通事故防止の意識を高めます。 
 

今後の方向性 

これまで区では学校・ＰＴＡ等と協働してヘルメット着用促進に取り組んできました。「世

田谷区自転車条例」の改正により、令和２年 10月より自転車に同乗する幼児を含め13歳未満

の子どものヘルメットの着用について保護者の義務としたことをきっかけとして、さらに区民

のヘルメット着用の促進を図ります。 
 

今後の取組み 

○子どもへのヘルメット着用義務化にあわせた着用の促進 

・学校、ＰＴＡとの協働により、子どものヘルメット着用義務化について、また、ヘルメッ

トの効果、必要性・重要性について、周知・啓発を図ります。 

・自転車店、駐輪場、レンタサイクル等との連携により、子どものヘルメット着用義務化に

ついて、また、ヘルメットの効果、必要性・重要性について、周知・啓発を図ります。 

 

○大人へのヘルメット着用の促進 

・子どものヘルメット着用義務化をきっかけとして、保護者に対しヘルメットの効果、必要

性・重要性について、周知・啓発を図り、「自転車乗るなら家族でヘルメット」の普及を目

指します。 

・自転車店、駐輪場、レンタサイクル等との連携により、ヘルメットの効果、必要性・重要

性について、周知・啓発を図ります。 
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図 75 区自転車条例改正ＰＲちらし（ヘルメット着用義務化） 
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1-2-3. 施策５ 自転車の点検整備の促進 
 

目的 

万が一の事故への予防として、また、日々の安全・快適な移動のために、区民の自転車点検

整備を促進し、あわせて自転車利用者の自覚と交通安全・交通事故防止の意識を高めます。 
 

今後の方向性 

自転車の点検整備は、事故の原因となる故障や整備不良を予防するだけでなく、良質な自転

車を点検整備しながら大切に利用することは、交通ルール・マナーを守った安全運転や放置自

転車防止にもつながります。整備不良事故の恐ろしさ、点検整備のメリットをわかりやすく伝

え、啓発による点検整備の促進を図ります。また、自転車販売店と連携して、自転車を点検整

備しやすい環境づくりに努めます。 
 

今後の取組み 

○安全な自転車の選び方や点検整備の啓発 

・区ホームページ等を活用した啓発により、自転車利用時における日々のチェックポイント

をわかりやすく伝える等、点検整備の習慣を広めます。 

・区ホームページから「東京都自転車商協同組合」のページにリンクを張り、区内の加盟店

の一覧情報を提供するなど、日常の点検整備を安心して任せられる「かかりつけ自転車

店」の普及を進めます。 

 

 

図 76 自転車の点検整備方法（『子育て自転車の選び方＆乗り方』より抜粋） 
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図 77 区自転車条例改正ＰＲちらし（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車安全点検シート 

 

図 78 自転車講習受講証及び自転車安全点検シート

※自転車講習受講証を開くと、自転車安全点検

シートが見えるつくりになっています。 

自転車講習受講証 


